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1．研究の背景と目的 

新型コロナウイルス感染症（coronavirus disease 2019; COVID-19）の大流行に伴い，個

人衛生の徹底，密閉空間・密集場所・密接場面の回避や予防接種などの予防の取組みが進ん

でいる．COVID-19 に罹患すると重症化しやすい高齢者に対する予防対策が厳重に行われる

一方で，高齢者の身体活動や社会参加の抑制が懸念されている．高齢者の身体活動や社会参

加が精神的健康に関する先行研究では，後期高齢者が健康向上意識を持ち，自らの意思で毎

年健康診断を受診し，結果をもとに生活改善をはかることが機能の維持につながること 26)，

自主活動への参加が精神的健康の低下を抑え，サクセスフル・エイジングを迎えるために意

義があること 28)が示されている．COVID-19 流行が高齢者の生活と健康に及ぼす先行研究で

は，流行による精神的側面はより高齢な層で変化があること 39)，抑うつ症状の頻度は女性，

85 歳以上，低学歴・低月収の人で高く，不安症状の頻度は女性，低学歴・低月収の人で高い

ことなどが報告されている 42)．COVID-19 の予防のための社会参加の制限などの健康影響は

人口減少と高齢化が進む農村地域ではより大きくなるのではないかと考えられるが，農村地

域での調査研究はほとんどなく，また，縦断的研究により COVID-19 の流行が精神的健康に

及ぼした影響を検討したものは少ない．そこで本研究では，COVID-19 の予防のための外出

や社会参加などの活動自粛が農村在住後期高齢者の精神的健康状態の変化にどう影響するか

を明らかにすることを目的とした．  

2．研究の対象と方法 

1）調査対象者 

群馬県 A 村の 2019 年から 2021 年の後期高齢者健康診査を 3 年とも受診した者の内，3 年

とも調査に同意し回答を得た者を対象とした． 

2）調査方法 

2019 年 4 月に群馬県 A 村在住の 75 歳以上の後期高齢者 1,721 人を対象として実施された

後期高齢者健診の問診票と同時に，自記式調査票を自宅へ郵送し，回答，記入後の調査票を健

診会場にて回収した．受診者 503 名の内，調査票への回答を得た 455 名のデータをベースライ

ンデータとした．2020 年 8 月および 2021 年 4 月の両年の後期高齢者健診を受診し，2019 年

と同様に実施した調査に回答を得た 153 名のデータを分析対象とした． 

3）倫理的配慮 

本調査は桜美林大学研究倫理委員会の承認を受けて実施した（承認番号 17037）． 

4）分析方法 

① 目的変数 

3 年間のそれぞれの調査における WHO-5J 得点を目的変数とした． 

② 説明変数 

2019 年の WHO-5J を調整変数とした．外出状況及びその変化，人付き合いの状況及びそ

の変化，COVID-19 予防のための生活の変化，疾病状況，暮らし向き，就業の有無，同居者

の有無，手段的自立得点を説明変数とした． 

③ 統計解析 
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一般線形モデル（反復測定）による多変量解析により WHO-5J の推移に，COVID-19 予防

のための生活の変化がどう影響するかを検討した． 

3．結果 

COVID-19 感染者が未発生の地区において後期高齢者健診の受診率は著しく低下した．

COVID-19 の流行による外出の変化(2020 夏)， 暮らし向き(2019) ，就業の有無(2019)， 糖

尿病薬物治療の有無(2019)， 同居者の有無(2019)， 手段的自立得点(2019)，の項目について，

WHO-5J の変化との関連を，反復測定による一般線形モデルにより分析した．その結果，WHO-

5J 得点は，COVID-19 による外出の減少(2020 夏)および暮らし向きが良くないこと(2019)に

より有意に低下した． 

4．考察 

本研究により COVID-19 感染予防のための活動自粛行動により，農村在住後期高齢者の精

神的健康状態を抑制していること，また，良好な経済状態は，高齢者の精神的健康度に好まし

い影響を与えることが明らかになった．2019 年春に比較し，2020 年夏の健診では受診率が著

しく低下していたことから，本研究の分析対象には，健康状態が比較的良好で，社会参加への

影響が比較的少なかった者が多く含まれていると考えられ，COVID-19 感染予防のための影響

を過小評価している可能性がある．  
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